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会 議 名 令和４年度 【第２回足立区地域自立支援協議会こども部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和４年９月２９日（木） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後４時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター ５階ホール 

出 席 者 

小谷 博子部会長 佐藤 奈緒委員 寺山 早苗委員 相澤 まり子委員 

川松 佳諸里委員 高橋 和子委員 梶原 里美委員 松﨑 敬委員 

髙橋 俊哉委員 

欠 席 者 
小長井 亜希子委員 酒井 康年委員 辰田 雄一委員 古里 宏子委員 

設楽 寧子委員 橋本 太郎委員 

会 議 次 第 
１ 開会 

障がい福祉センター所長挨拶 

事務局紹介 

２ 議事 

（１） 部会長挨拶 

（２） 委員自己紹介 

（３） 部会の目的と今期の重点課題の確認 

（４） 協議 

（５） 事務連絡 

３ 閉会 

資 料 

１ こども部会次第 

２ 座席表 

３ 第１回アンケート集計 

４ 第１回資料より①②③ 

５ 厚生労働省重層的支援体制整備について 

６ 滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例 

７ 国立市子どもオンブズマン 

８ 東京都立北療育医療センター城北分園パンフレット 

９ 足立つくし幼稚園パンフレット 

１０ 東京未来大学パンフレット 

１１ ねっとワーキング公開講座お知らせ 

１２ 「ペアレント・メンター」とは 

そ の 他 

公開状況：公開 

傍聴：０人 

 

 

様式第１号（第３条関係） 
【公 開 用】 



 

 

１ 開会 

【司会】 

本日はご多用のところお集りいただきあ

りがとうございます。私は本日司会を務め

ます障がい福祉センター幼児療育担当係長

藤ノ木と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

資料の確認をさせていただきます。 

・こども部会次第 

・座席表 

・第 1回アンケート集計 

・第１回資料より①②③ 

・厚生労働省重層的支援体制整備について 

・滋賀県障害者差別のない共生社会づくり

条例 

・国立市 子どもオンブズマン 

・東京都立北療育医療センター城北分園パ

ンフレット 

・つくし幼稚園パンフレット 

・東京未来大学パンフレット 

・ねっとワーキング公開講座お知らせ 

・「ペアレント・メンター」とは 

となっています。不足している資料等ござ

いましたらお知らせください。 

それでは、お時間となりましたので、『第

２回地域自立支援協議会 こども部会』を

始めさせていただきます。 

この度は新型コロナウイルス感染症の拡

大が気になるところではございますが、感

染症への対策を十分に行いながら、開催を

させていただくこととなりました。マイク

の使用時にもお手元の消毒用シートをご活

用いただければと思います。大変恐縮では

ございますが、ご了承ください。 

この自立支援協議会は発言等会議内容及

び発言者名など後日議事録を公開いたしま

す。また議事録作成のため、録音をさせてい

ただいております。ご了承願います。 

それではまず、障がい福祉センター所長

髙橋より挨拶をさせていただきます。 

【髙橋委員（障がい福祉センター所長）】 

 皆さんこんにちは。障がい福祉センター

所長の髙橋です。本日はお忙しい中、ご参加

いただきありがとうございます。前回の７

月は、第７波の真っただ中であり、やむなく

書面開催とさせていただきました。今回は

第２回とは言え初めての開催となるところ

でございます。この自立支援協議会は２年

を１期として活動しております。１回目の

協議会では意見の交換はできませんでした

ので、今回はぜひ部会の目的と重点課題の

確認、家庭支援、保護者支援をキーワード

に、皆様のお力をお借りいたしまして活発

な協議が行われればと思っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

【司会】 

続きまして、事務局職員を紹介させてい

ただきます。 

【杉山（障がい福祉センター）】 

 障がい福祉センターあしすと幼児療育係

長の杉山と申します。よろしくお願いいた

します。 

【和田（障がい福祉センター）】 

 障がい福祉センター地域生活支援担当係

長の和田と申します。今回、こちらの川上と

ともに事務局を担当させていただきました。

よろしくお願いいたします。 

２ 議事 

【司会】 

 それでは議事に移ります。部会長より、ご

挨拶とともに議事の進行もよろしくお願い

いたします。 

（１）部会長挨拶 

様式第２号（第３条関係） 



【小谷部会長（東京未来大学）】 

東京未来大学の心理専攻で准教授をして

おります小谷です。人数が少ないのでさみ

しいところですが、今日はそれぞれの意見

を聞ける回にしていきたいと思います。大

学もこれまでコロナの影響でほとんどがオ

ンライン授業です。こちらの学生にも発達

障がいを抱えている方は少なくありません。

コロナ禍でメンタルに支障をきたすなど、

精神関連の相談も増えています。卒論を前

にしたゼミ生が学校に来られないことでパ

ニック障がいを引き起こすなど、大学の現

場でもコロナプラスストレスも加わってい

ろいろなことが起きています。障がいを持

ったお子さんはもっと大変なことがあるの

ではないでしょうか。 

（２）委員紹介 

【佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会）】 

 足立区手をつなぐ親の会、会長をしてい

ます佐藤です。今日、子どもはヘルパーさん

を手配できたので託してきました。今年も

よろしくお願いします。 

【松﨑委員（北療育医療センター城北分園）】 

 北療育医療センター城北分園の松﨑です。

今年もよろしくお願いします。私は３年目

で医療担当ですが、全体と通所、来所、３つ

の柱全部に対応していますが、サービスの

体系も増えて利用者の選択肢も増えている

ことを実感しています。通園が定員割れし

ています。親子通園で給食まで一緒ですが、

就労している保護者にとっては保育園でも

医療的ケア児の受け入れも始まって、今、

我々のしていることがニーズにずれてきた

のかと感じています。長年のノウハウもあ

り、様々なご相談には対応できます。来年度

の募集を開始したのでよろしくお願いいた

します。 

【相澤委員（ハートぽっぽＥＡＳＴ）】 

 ハートぽっぽＥＡＳＴの相澤です。（株）

創カンパニーは訪問介護、居宅介護支援、相

談支援、児童デイサービスをしています。 

ハートぽっぽＥＡＳＴは主に花畑学園の

肢体不自由のお子さんが通所される放課後

等デイサービスです。医療的ケアは実施し

ておりません。 

【梶原委員（足立区立本木保育園）】 

 本木保育園の梶原と申します。定員１０

７名の園です。現在発達支援と認定されて

いるお子さんは５名ですが、支援の必要な

お子さんは年々増えています。医療的ケア

児について数年後は全園に、ということで

す。保育園にいる間は城北分園さん、げんき

さんなどと連携はしっかりとれていますが、

学校に行った後に連携できるところがない

という現状があります。１年生から放課後

等デイサービスを利用したい、と言っても

席もない状況で川口市まで探している方も

いました。この機会にぜひ皆様の情報をい

ただきたいと思っています。 

【高橋委員（民生・児童委員）】 

 民生委員の高橋です。民生委員は１期３

年で活動しており、今年度は改選になるた

め、この協議会は途中交代になります。知識

もなく勉強する目的で参加させていただい

ております。今日も皆様の活発なご意見を

お聞きし、これからの活動に生かしていき

たいと思います。 

【寺山委員（足立つくし幼稚園）】 

 つくし幼稚園の寺山です。１回目の時の

資料を提出していませんでしたので、今日

はパンフレットと一緒に配らせていただき

ました。よろしくお願いします。当園には手



帳を持っているお子さんはいませんが、特

別な支援やお手伝いが必要なお子さんは大

勢います。この２、３年はコロナ禍で対面で

の集団活動ができていません。保護者の方

も自宅で過ごすことが多いと、お子さんの

発達の気づきが難しく、療育を受ければも

っと伸びるのではないかというケースもあ

ります。職員は、知識はありますが専門的な

療育はできないので、個別の指導は外部に

お願いし、連携していくスタンスです。コロ

ナ禍で保護者の支援をもっとという思いで

す。皆様には支援していただいています。 

【川松委員（ねっとワーキング）】 

ねっとワーキングの川松です。昨年から

こども部会に参加しています。２０１６年

から区のペアレント・メンター事業を受託

し、発達障がいの保護者の話を聞いていま

す。相談事業では９月になって年齢の小さ

いお子さんを持つ保護者からも話を聞いて

ほしいという要請が増えているところです。 

（３）部会の目的と今期の重点課題の確認 

【和田（障がい福祉センター）】 

 事務局の和田でございます。よろしくお

願いいたします。こども部会では様々な立

場から子どもの支援にかかわっている機関、

団体関係者が一堂に会し、子どもの置かれ

ている状況の情報共有や課題の共有を図り

ます。そこからやるべきことや、やれたら良

いことを考え、行政に向けての提案などに

つながる協議をしていきます。今期の重点

課題として、「支援を受ける児を取り巻く家

庭環境や、その抱える構造的な課題につい

て」となっております。協議の前に資料の説

明をさせていただきます。第 1 回目の書面

開催資料を整理いたしました。以下の資料

はそれに基づいて作成しました。 

資料１ 

前回の資料の中で皆様から頂いた課題を

整理いたしました。家庭、保護者への支援に

ついて関連する語句、頻出するキーワード

を抜粋したものです。次ページは課題をま

とめたものです。最後にこども部会の中で

検討したいこととして、連携を取りながら

不登校やひきこもりなどの課題や医療的ケ

ア児の受け入れについての変化なども情報

共有し、運用していきたい、という意見をい

ただいています。 

資料２ 

重層的支援体制整備事業の実施について

ですが、「重層的支援体制整備事業」は、「地

域共生社会の実現」を目指すための事業で

す。断りの無い相談、のりしろのある支援と

言われることもあり、足立区では「足立区地

域保健福祉計画」を令和 6 年度から 6 年の

期間で作成する計画になっています。皆様

のお立場で障がいを持つお子さんの相談、

支援にあたるとき、お子さんの障がい特性

だけでなく、ご家族のもつ様々な悩み、就

労、高齢者介護、ダブルケアラーやヤングケ

アラーなど複合的な課題について、課題解

決の道筋の一つとして情報提供しています。

厚生労働省の資料ですが、重層的支援と子

育て支援の関連がまとまったものでしたの

で配付致しました。 

資料３ 

滋賀県の障がい者差別解消に関する取り

組みとしてのものです。５頁にアドボケー

ターについて書かれています。「地域アドボ

ケーター」は自身で相談することの難しい

障がい者に寄り添い、相談内容を代弁する

役割です。こちらについては川松委員の所

属するねっとワーキングさんから情報提供



がありました。お子さんが学校や保育園を

利用されるとき、特性への配慮等をお伝え

する場合に先生と保護者双方のコミュニケ

ーションがうまくいかない場合もあり、そ

の仲介役の例としてお示しいただきました。

実際に現場でどういう機能や役割が必要か、

皆様のご意見をお聞きできればと思います。

資料４ 

障がい児に限らず、子どもの人権を守る

オンブズマンを置いている国立市の例です。 

さらに小谷部会長より、こども家庭庁が

令和５年４月に創設されることにより、子

どもの人権についても考えていく素地とし

て「子どもの権利擁護に新たに取り組む自

治体にとって参考となるガイドラインに関

する調査研究」を情報提供していただきま

した。本日は資料の数も多いため、配付は見

送りました。以上、事務説明を終わります。

障がい児等を取り巻く家庭環境や構造的な

課題への活発な協議をよろしくお願いいた

します。 

（４）協議 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

学生もアルバイトで放課後等デイサービ

スの現場にいる方もいます。花畑学園の見

学に行って、放デイでの姿を知っているお

子さんも学校では全く違う、などといった

話を聞きます。現場を知っている学生から

も、男性職員の不足など疑問に思うことも

あるようです。社会構造全体にかかわるこ

ともあるようです。学生たちには、障がい児

支援について興味を持っていただきたいと

思います。 

ねっとワーキングさん、情報提供の件を

うかがってもよろしいですか。 

【川松委員（ねっとワーキング）】 

外国では「アドボケーター」という制度が

あると聞いていました。当法人にいらっし

ゃる相談者さんは学校の先生の対応に悩ん

でいる人が多いようです。ご家族の方にも

特性をお持ちの方もいらっしゃって、混乱

し、主張がまとまらず、学校との意見の食い

違いではじかれてしまうケースもあるよう

です。どちら側でもなく、本人の代弁者、仲

立ちの対応が必要だと思います。悩みを解

消したい気持ちはあっても、優先順位を決

め、整理して話せる人も多くないのではな

いかと感じ、交通整理をすることも必要だ

と考えます。 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

学生から保育園などでの実習を経験して

その話を聞くと、現場はとても大変だと感

じます。保育園はどうでしょうか。 

【梶原委員（足立区立本木保育園）】 

お子さんの発達についてはとてもデリケ

ートな部分であり、保護者に「育児について

困っていることはない？」と尋ねても「全然

大丈夫」と言われるとそれ以上は深く入っ

ていけず、子育て支援には信頼関係が重要

な部分もあり、園でのお子さんの様子をス

トレートに伝えて「どこどこに相談して」と

言ってしまうと「先生はそう言う目で見て

いる」と、関係が悪化してしまうのでそうな

らないよう丁寧に行っています。 

４歳児になると「子育て応援シート」や、

心理士、作業療法士が園に来て一人一人を

支援するためのアドバイスをいただく仕組

みができています。支援の必要なお子さん

には、げんきから「ここが苦手ですね」と書

面で伝えていただくようになっていますが、

保護者によっては気にしない方もいます。

就学相談ではお子さんが幸せに生活できる



場所を一緒に考えています。 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

子どもの、特に就学前はいろいろな手段

での支援体制がある意味整っているように

感じますが、１８歳以上のお子さんの相談

に対する体制等、どうでしょうか。 

【川松委員（ねっとワーキング）】 

相談者の幅は全世代います。子どもは２

歳から、特に中学から高校生のお子さんの

相談が多く、不登校や進路に悩まれる方が

多いです。ペアレント・メンターは支援とい

うよりも、寄り添い、共感して話を聞き、つ

ながるようにしています。続けて利用する

方もいれば、1回で終わる方もいます。帰る

ときに表情が明るくなって、聞いてもらう

ことで気持ちに違いがあるようです。区の

委託事業として行っていて、２９名のメン

ターで、１５０名の利用者がいます。アドバ

イザーはあけぼの学園の酒井先生、管轄の

げんきさんに下支えになってもらっていま

す。 

【佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会）】 

ねっとワーキングでペアレント・メンタ

ーの研修を受けさせてもらうことになって

います。メンターにはお世話になっている

方が多いです。自身の子育ての経験では、療

育施設を利用するにも重度のほうがつなが

ることがあるようでした。親の会もメンタ

ーや相談の委託を受けていますが、経験が

少ないので相談数は少ないです。 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

お話を聞く限り、お子さんの成長ととも

に支援の相談内容の幅も広がっているよう

に感じます。青年期の支援を考えると、やは

り子どもの時からの支援体制を盤石なもの

にしなければならないですね。 

【寺山委員（足立つくし幼稚園）】 

園児は２歳の段階で入園するかどうかを

決めるので、診断名が出ていることはあり

ません。気になるお子さんには「おうちでお

困りではないですか」と話してみます。お子

さんの支援と一緒に、保護者の支援も行っ

ています。「一緒に頑張っていこう」という

スタンスです。あしすとやあけぼのさん、げ

んきさんと実のある連携をしていきたいと

思っています。相談先の名称で発達障がい

のお子さんが対象だ、となっていると、保護

者が心配だ、迷っている、という時に紹介し

ても行かなくなってしまう人が多いです。

ハードルが低いことを考えると、窓口のア

ピールの仕方は離れた機関のほうが紹介し

やすいです。 

【川松委員（ねっとワーキング）】 

当法人もペアレント・メンターの周知チ

ラシではあえて発達障がい、という言葉を

外しています。相談者はやはりそこのとこ

ろが気になっているようです。 

【相澤委員（ハートぽっぽＥＡＳＴ）】 

肢体不自由、麻痺のお子さんも多く、保護

者は高校卒業後を含めて早い時期から心配

しています。体が大きくなると、保護者も手

に負えなくなるので、行政の支援が必要か

と感じます。 

【松﨑委員（北療育医療センター城北分園）】 

肢体不自由のお子さんが中心です。知的

障がいで動きのあるお子さんもいますので、

肢体不自由児はどうしても止まっているこ

とが多く、自身で安全を守るのは難しいで

す。歩けるようになった方が他のところへ

とつなぐと、過度な期待をあたえてしまう

場合もあります。保護者にどう伝えるか、医

療的なことはドクターが伝え、看護者は決



まっている中で、それ以外のことではアド

ボカシーが必要です。児童相談で、座ってい

られず授業中うろうろし、保護者からも苦

情が来てしまうなど、学級運営が難しいこ

ともあります。 

【寺山委員（足立つくし幼稚園）】 

インクルーシブ教育は、入れっぱなしな

らできることではく、適切な環境を用意で

きるかどうかだと思います。「多様性の社

会」と言われていますが、いろんなお子さん

がいる中で「なぜ？」とお子さんが考える機

会ができます。クラスの一員として見てい

る子どもを、思いやりとかではなく普通の

こととして見ています。 

【梶原委員（足立区立本木保育園）】 

保育園より学校は授業の単元もあるので

教える時期と内容も決まっています。保育

園は「育ってほしい姿」という目安はありま

すが、できなければいけない、というもので

はありません。支援の必要なお子さんのこ

とも、子どもたちはクラスの一員として自

然に受け入れています。大人側が支援が必

要な子も含めて皆でひとつのクラスという

思いで保育をしていくことが大切だと思い

ます。あの子がいるからリレーで勝てない、

なら、どうする？とみんなで考えます。多様

性の時代、どう考え、行動していくのか、自

然に受け入れられる小さいうちだからこそ

多くの経験をさせたいと考えます。保護者

にも同様で、「おむつがとれない」「しゃべ

れない」など常に悩んでいます。みんな同じ

ようなことで悩んでいます、と寄り添いま

す。園全体でお子さんのサポートをしてい

きます、と伝えています。職員も研修が充実

していますので、常に学びを共有していま

す。 

【杉山（障がい福祉センター）】 

医療機関やげんきで発達検査を受けたお

子さんが療育や個別指導を受けています。

お子さんの療育機関ですが、通われる中で

共通の悩みを持つ保護者が実際に療育を見

たり、参加したりすることで安心につなげ

ています。かんしゃくなどの対応も日々考

えながら取り組んでいます。保護者の表情

がほぐれ、子育てに前向きになれるようで

す。子育てに対するイメージを一緒に考え

ることができれば、と思っています。 

【高橋委員（民生・児童委員）】 

民生委員としては、つなぐことが役割で

す。引きこもりは地域によるかもしれませ

んが、わかりにくいところです。 

【佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会）】 

２０歳の子ですが、小学校では学童保育

にも入れず、働くこともできませんでした。

重度の子は預かりの時間も短く、居宅介護、

ヘルパー等利用しないといけないが、朝の

ヘルパーさんも空いていない場合もありま

す。相談支援の人に探してもらってやっと

見つかり、お迎えに入ってもらっています。

高校の後は常時介護が必要だとグループホ

ーム、入所施設を考えます。大人の放デイ的

なところが自治体によってはあるらしいで

す。 

【相澤委員（ハートぽっぽＥＡＳＴ）】 

小学校後半の保護者も卒業後のことを心

配される方が多いです。いくつかの事業所

が集まって相談対応しています。卒業後の

施設を作ってください、という声も聞きま

す。 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

その辺りの区の方向性などお示ししてい

ただけないでしょうか。 



【髙橋委員（障がい福祉センター所長）】 

１８歳以後の課題は区でも認識していま

す。療育についてもニーズが高まっていて、

千寿第五小学校跡地に令和７年４月に民間

施設が開設予定です。それまでは千住に分

室を開設しています。区内の大学とも連携

し、１８歳以後の課題についても着手し始

めているところです。 

【松﨑委員（北療育医療センター城北分園）】 

生活介護が必要な利用者の保護者もショ

ートステイを利用しているケースなど、重

層的な支援が必要で、探すのもヘルパーさ

んが代わりにやっている等課題はあります。 

【小谷部会長（東京未来大学）】 

お時間となったようです。皆さんからい

ただいた意見は本会議で発表したいと思い

ます。たくさんのお話をいただきました。本

日の参加がなかったところでのお話、学校

から放デイとの連携や学校から特別支援学

校との連携など、また医療的ケア児の法案

が通ったところでの協議などは次回につな

げたいと考えます。ありがとうございまし

た。 

（５）事務連絡 

【司会】 

今後の予定をお伝えいたします。第３回

こども部会を令和５年２月１０日金曜日に

行います。そして、令和５年２月２１日火曜

日に行われる本会議に、今回と次回に協議

された内容を部会長からお伝えしていただ

きます。 

委員の皆様には後日、本日の議事録をお

送りし、訂正箇所を修正後に足立区ホーム

ページに掲載させていただきます。また、本

会議の記録につきましても改めてお送りさ

せていただきます。 

３ 閉会 

【司会】 

以上をもちまして、足立区地域自立支援

協議会こども部会を終了させていただきま

す。お忙しい中協議会にご参加いただき、あ

りがとうございました。お帰りの際にはお

忘れ物などないようお気をつけください。 

それでは失礼いたします。 

 

 


